
一
般
会
計
　
歳
入

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

は
、
56
億
６
，
７
７
２
万
１
千
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
９
，
５
６
０
万
６
千

円
、
率
に
し
て
１
．
７
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を

占
め
た
の
は
、
普
通
交
付
税
18
億
２
，

５
５
９
万
６
千
円
と
特
別
交
付
税
１
億
５
，

３
１
４
万
７
千
円
か
ら
な
る
地
方
交
付
税
の

19
億
７
，
８
７
４
万
３
千
円
で
、
歳
入
全
体

の
34
．
９
％
を
占
め
ま
し
た
。
次
に
多
か
っ

た
の
は
、
町
税
の
13
億
９
，
１
４
４
万
２
千

円
で
、
歳
入
全
体
の
24
．
６
％
を
占
め
、
前

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
定
例
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、
そ
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

用
語
解
説

※
１　
合
併
特
例
債

市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
、
合
併
し
た
年
度

と
そ
れ
に
続
く
15
年
間
借
り
入
れ

る
こ
と
の
で
き
る
地
方
債
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
合
併
市
町
村

の
建
設
計
画
に
基
づ
く
一
定
の
事

業
や
、
合
併
市
町
村
振
興
の
た
め

の
基
金
造
成
の
資
金
で
す
。な
お
、

元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
後
年
度

普
通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
自
治

体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
２　
臨
時
財
政
対
策
債

地
方
一
般
財
源
の
不
足
を
補
う
た

め
に
、
地
方
交
付
税
の
一
部
を
振

り
替
え
て
特
例
と
し
て
発
行
さ
れ

る
地
方
債
で
す
。
借
り
た
お
金
は

一
般
財
源
と
し
て
自
由
に
使
え
、

元
利
償
還
金
は
全
て
後
年
度
に
普

通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
。

一
般
会
計
　
歳
出

　
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
54
億
８
，

３
５
０
万
８
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
２
，
１
２
６
万
７
千
円
、
率
に
し
て

０
．
４
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
た

の
は
民
生
費
で
、
歳
出
全
体
の
28
．
６
％
を

占
め
ま
し
た
。
主
な
内
容
で
は
、
一
時
預
か

り
、
時
間
外
保
育
、
障
害
児
保
育
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
の
病
児
病
後
児

預
か
り
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無

料
化
、
介
護
予
防
や
認
知
症
に
関
す
る
知
識

の
普
及
啓
発
と
高
齢
者
の
介
護
予
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
子
育
て

支
援
の
推
進
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
次
に
多
か
っ
た
の
は
総
務
費
で
、
主
な
内

訳
と
し
て
は
、
若
い
世
代
の
転
入
を
促
進
す

る
た
め
若
者
限
定
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
ま
ち

ん
な
か
」
の
運
営
や
空
き
家
の
斡
旋
な
ど
の

移
住
希
望
者
の
支
援
、
旧
玉
川
工
業
高
校
跡

地
へ
の
企
業
誘
致
の
実
現
に
よ
る
雇
用
創

出
と
並
行
し
た
起
業
支
援
、
町
民
の
生
活
基

盤
を
支
え
る
移
動
手
段
を
確
保
し
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
バ
ス
運
行
費
補
助
金
交

付
、
活
き
生
き
活
動
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ

る
各
種
相
談
業
務
の
充
実
、
地
域
集
会
所
の

整
備
に
お
け
る
田
黒
集
会
所
敷
地
造
成
工
事

な
ど
、
定
住
化
の
支
援
や
雇
用
の
創
出
、
各

種
相
談
体
制
の
充
実
、
公
共
交
通
体
系
の
維

持
、地
域
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
読
み

聞
か
せ
に
よ
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
た

幼
児
教
育
や
少
人
数
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

教
育
の
実
現
の
た
め
の
少
人
数
指
導
・
複
式

学
級
改
善
に
向
け
た
教
員
配
置
、
小
倉
城
跡

整
備
に
お
け
る
地
域
学
習
の
場
と
し
て
の
史

跡
と
周
辺
環
境
整
備
、
体
育
活
動
の
拠
点
で

あ
る
体
育
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
る
大

規
模
改
修
工
事
な
ど
、
幼
児
教
育
や
学
校
教

育
の
充
実
、
文
化
財
の
保
存
と
継
承
、
生
涯

学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
公
債
費
で
は
、
合
併
後
10
年
を
目
途
に
整

備
を
す
す
め
て
き
た
公
共
事
業
の
財
源
と
し

て
こ
れ
ま
で
発
行
し
た
合
併
特
例
債
の
元
利

償
還
が
本
格
化
し
、
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策

債
※
２
な
ど
の
元
金
償
還
額
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
公
債
費
全
体
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
で
は
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
と
地
域
や
団

体
と
の
協
働
に
よ
り
健
康
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
検
診
率
向
上

へ
の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
健
康
に
関
す
る

意
識
の
向
上
や
心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

普
及
啓
発
活
動
な
ど
、
保
健
衛
生
・
医
療
の

充
実
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
処

分
に
関
す
る
費
用
の
抑
制
に
今
後
も
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
費
で
は
、
災
害
リ
ス
ク
の
減
少
に
向

け
た
災
害
対
策
の
強
化
な
ど
、
生
命
財
産
が

守
ら
れ
る
誰
に
と
っ
て
も
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
資
機
材
購
入
費
に

対
す
る
補
助
金
交
付
な
ど
、
防
災
・
防
犯
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
土
木
費
で
は
、
住
民
生
活
の
利
便
性
、
安

全
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
道
路
新
設
改
良
工

事
や
道
路
修
繕
工
事
な
ど
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
既
存
橋
梁
の
維

持
修
繕
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
商
工
費
で
は
、
町
の
施
設
を
快
適
・
清
浄

に
保
つ
こ
と
が
観
光
客
の
リ
ピ
ー
ト
率
向
上

に
繋
が
る
と
考
え
、
観
光
施
設
や
公
衆
ト
イ

レ
の
清
掃
・
修
繕
な
ど
の
環
境
整
備
と
と
も

に
、観
光
協
会
や
商
工
会
と
の
連
携
を
図
り
、

地
域
の
魅
力
の
発
揮
に
よ
る
観
光
の
活
性
化

や
商
工
業
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

年
度
と
比
べ
１
．８
％
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
債
の
借
入
額
は
５
億
９
，

３
８
７
万
４
千
円
で
、歳
入
全
体
の
10
．５
％

を
占
め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
合
併
特
例
債
※
１

を
活
用
し
て
、体
育
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業（
体

育
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事
な
ど
）、
道

路
・
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
（
和
田
橋
橋
り
ょ

う
修
繕
工
事
な
ど
）、
保
育
所
等
整
備
事
業

（
保
育
所
等
整
備
補
助
金
な
ど
）、
認
定
子
ど

も
園
施
設
整
備
事
業
（
認
定
子
ど
も
園
施
設

整
備
補
助
金
）、
集
会
所
管
理
事
業
（
田
黒

集
会
所
敷
地
造
成
工
事
な
ど
）
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
に
３
億
８
，
５
８
０
万
円
を
借
り

入
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

決 
算

地方交付税
19億7,874万3千円(34.9%)

町税
13億9,144万2千円(24.6%)

国県支出金
8億3,746万4千円(14.8%)

各種譲与税・交付金
3億7,958万3千円(6.6%)

町債
5億9,387万4千円(10.5%)

繰越金
2億5,855万1千円(4.6%)

諸収入
1億1,803万5千円(2.1%)

その他
2,684万1千円(0.5%)

使用料及び手数料
1,841万5千円(0.3%)

分担金及び負担金
4,839万5千円(0.8%) 繰入金

1,300万5千円(0.2%)

地方特例交付金
337万3千円(0.1%)

歳入
56億6,772万1千円

民生費
15億6,672万3千円(28.6%)

総務費
11億3,211万2千円(20.6%)

衛生費
5億1,586万5千円(9.4%)

公債費
6億4,972万2千円(11.9%)

教育費
7億5,022万7千円(13.7%)

土木費
2億9,137万5千円(5.3%)

消防費
2億9,987万1千円(5.5%)

労働費
256万9千円(0.0%)

農林水産業費
9,440万円(1.7%)

商工費
1億256万5千円(1.9%)

議会費
7,551万円(1.4%)

災害復旧費
256万9千円(0.0%)

歳出
54億8,350万8千円

平成 30 年度　決算
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